
【学校長より】 

■“Home is where the heart is.” 《生徒の皆さんへ》 

 表題の英文は「故郷は遠きにありて思うもの」ということわざと似た英語のことわざです。と

ころで生徒の皆さん、英語で習った homeと houseの違いは？ 

 homeは「家へ、家に」という意味の副詞としても用いられることがありますが、それはさてお

き。名詞の homeには「家、わが家、自宅、家庭、生まれ故郷、本国」などの意味があり、house

には「家、家屋、住宅、人家、小屋、建物」などの意味があります。似ている部分もありますが、

違いを強調するならば、homeは生活空間としての家、houseは建造物としての家屋です。ですか

ら、homeの方が温かい感じがするとすれば、それは良い感覚だろうと思います。 

 本来、家とは心のよりどころであり、かけがえのない特別な場所です。居心地のよい空間を心

に描ける人は幸せを感じているに違いありません。ところが、それが当たり前でなくなった方々

もいます。令和６年能登半島地震の被害にあわれた方々が少しでも早く安らげる場所にいられる

ように願っています。さて、布水中学校の私たちには何ができるのでしょう？今、私も何をしよ

うか考えているところですが、生徒の皆さんにも考える機会になればよいなと思いながらこの文

章を書きました。 

 

 

■「子は親の鏡」 《保護者の皆さまへ》 

 ドロシー・ロー・ノルトという人らが書いた『子どもが育つ魔法の言葉』という本があります

（PHP 文庫）。本の冒頭には、「子は親の鏡」という詩があります。「けなされて育つと、子ど

もは…」で始まる有名な詩です（「子は親の鏡」をネット上で検索すると、読めるはずです）。

古本屋でばったり出会って全体を読み、保護者の皆さまに紹介しようと思いました。 

 この本は、子育てへの温かい言葉にあふれ、世界で共感を呼んだベストセラーです。保護者の

皆さまや我々教職員が子供の良いお手本となれるようきっと後押ししてくれるでしょう。言って

聞かせるだけでなく、子供と接する大人の姿を見せることが子供たちの将来には大切だと著者は

言います。布水中学校運営協議会のスローガン、「笑顔で登校、笑顔で帰宅」は、学校教育の大

切さはもちろん、家庭教育や社会教育の大切さも伝えるものです。子供たちが自信のある人、つ

まり自分を信じることができる人へと成長し、自分の道を切り拓いていくのを後押しできる存在

になれるよう、力を合わせましょう。 

 最近は電子書籍という便利なものがありますので、次から次へと関連書籍を読むようになりま

した。今回の本にも続編があり（『１０代の子どもが育つ魔法の言葉』、PHP 文庫）、中学生を

育てる私たちに響いてくるところがあるかもしれません。やはり、こちらの本の中にも「子ども

の声に耳を澄ましてください」という詩があります。「ひとりの人間として大切にされれば、子

どもは…」など、参考になると思いますので、こちらも検索してみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

「意欲的に学び、高めあい、地域から信頼され誇りに思える学校」をめざして 
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15日（木） 月曜授業    

19日（月） 木曜授業 部活動期間（～27日） 

家庭学習の日 

20日（火） 遅刻０の日 

22日（木） 月曜授業 

 PTA年度末総会（第 2回実行委員会） 

23日（金） 天皇誕生日 いしかわ学校読書の日 

26日（月） 1･2年 3学期末テスト 1日目   

3年木 1234 

27日（火） 1･2年 3学期末テスト 2日目 

  生徒会委員会  3年火 2345 

 

3月 6・7日 公立高校一般入試 

3月 11日  第 40回卒業式 

１年生キャリア教育「働く人に学ぶ会」 

１月２６日（金）に、例年１年生のキャリア教育として実施している「働く人に学ぶ会」が開

催されました。 

今年は、校舎の増築工事を担当している建設業の方や地域で養蜂業を営んでいる方、市役所で

働く公務員の方など新しい職種を含む全９種の職業講話を設定し、生徒はそれぞれ２種類の職種

について話を聞きました。地域で働く人の講話から働くことの大切さや喜び、厳しさを学び、職

業への理解を深めることができました。 

 

 

 

 

 

～生徒の感想より（抜粋）～                           

・キャリアは、誰かがこうしているから自分もというものではなく、自分らしく生きるために自分で作るものだと知り、とても

納得しました。また、自分らしく生きるために様々な能力を高めたり、努力を怠らないことが大切だと分かりました。 

・土木・建築業のお話を聞いて、私が心に残ったのは、現場を監督するにあたって必要なことです。建物は一人ではできないの

で大工さんなどがスムーズに活動できるように、計画や打合せがとても大切と言っていたことです。また、講師の方の「すべ

て自分で決めること、自分で決めたから後悔はない」と言っていた言葉がとても心に刺さりました。 

 

【２月のおもな予定】 

1日（木） 木 12356  

私立高校一般入試 

5日（月） 新時間割開始 ふれあいアンケート 

           新入生保護者対象学校公開（～7日） 

6日（火） 公立高校推薦入試 

7日（水） Ｂ日課 3年三者懇談（3年給食後下校） 

ﾉｰﾈｯﾄﾉｰｹﾞｰﾑﾉｰﾃﾚﾋﾞﾃﾞｰ 

8日（木） Ｂ日課 木 1236＋学 

      3年三者懇談（3年給食後下校） 

9日（金） 遅刻０の日  漢字検定 

10日（土） 白野バスケ冬季交流大会  

県選手権水球競技大会(～11日)  

バトミントン選抜大会(～11日) 

11日（日） 建国記念日 

13日（火） 火 2345＋学 3年 3学期末テスト 

 

職    種 

美容師（左写真） 公務員 養蜂家（右写真） 

獣医師 土木・建築業 旅行業 

保育士 銀行員 カメラマン 

布水中学校のホームページにも学校生活のようすを随時記載していますので、ぜひご覧ください。 

学校への質問やご意見などがございましたら下記へどうぞ。 

連絡先  076-248-0039（担当 教頭 南・主幹 東方） 

メール  fusuityul＠ed.city.nonoichi.ishikawa.jp 

12月～2月は、部活動終了 17：15

完全下校 17：30になります 

mailto:fusuityul@town.nonoichi.ishikawa.jp

